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サトウキビの登熟についての孝察

砂川浩一・我那覇伊昭・田名広助

（琉球農業試験場八重山支場）

の分析方法に準じてＢＸ，PCL，Pur，ＲＳ.Ｒ，Ａ,Sにつ

いて調査し葉鞘水分(ｓ､、),葉身水分(Ｂｍ)はcraplogg

方法によってSamplingし，葉鞘はそのま々水分を測

定し，葉身は中央より上，下に15cmのところから切りと

って水分の測定に供した．品種はＮ:C0.310を供し，気

象感応試験とともに１区20ｍの３区を併設した．気象資

料は当支場における観測資料（９時一回観測）を基にし
３）

て，分析期間月Ｉに集計し，日照時数は石垣島気象台のデ

ータを利用した．土壌含水比（So,、）調査用土壌は，

各区よりａｔｒａｎｄａｍに３点を，地下20～30cmのところ

から採取し，直に水分を測定した．その他土壌の物理性

については直経5.2cm，高さ4.8cmのトタン製の管を製作

して地下20cm，４０cmのところから土壌を採取し，容重，

真比重，孔隙量，その他三相の分布について調査した．

１はじめに

サトウキビの登熟過程を究明することは、糖業の合理

化という立場から適正操業，すなわち品種によっていつ

頃操業を開始して，いつ頃終了した方が合理的であるか

を決めるために大切な問題であり酔歩留を向上させる意

味でも重要である．さらに品種の早，晩生を決定し，こ

れらの品種を組合わせた適正操業を行う意味でも極めて

重要な問題である．

筆者らはサトウキビの登熟を追究していいる中で，従

来ＢＸが抵いということでＮ:Ｃｏ８１０より晩生型とし

て収穫をおくらせ勝であったＮＣＣ、３７６がかえって

Ｎ:ＣＯ､310より早熟性であり，収穫をおくらすことは大

きな損失であることを認めた．新垣・久貝は，サトウキ

ビの品種別成熟の趨勢について調査し，その中で糖度と

せん稚の交叉点で成熟を判定することができると報告し
２）

ている．砂ﾉ１１はサトキピの可製糖率（ＡＳ）とＢＸ，糖

度（POL），純糖率（Pur），転化糖比（ＲＳ.Ｒ）との

相関を調べ，その中でＡＳとPurの間にｒ＝＋0,933,

ＲＳＲの間にr＝-0.894の相関があることを認めた．こ

れらの関係からPCLとＲＳＲとの第二の交叉点，つまり

PCLが遂次上昇するのに対し，nｓ.Rが遂次低下する時

点で登熟の判定ができることを認めた．

本報は，サトキピの気象感応試験を対象として，圃場

における土壌含水比（ｓｏ,、），サトウキビの葉鞘水分

（Ｓ・Ｍ），葉身水分（B,、）の変化，並に登熟に関する

BX，ＰＣＬ，Pur，ＲＳ.Ｒ，Ａ,S等について調査した結果

をまとめたものである．なおこの調査を実施するにあた

り，終始協力下さった唐真彦氏他係職員一同に心から感

謝申しあげる．

Ⅲ試験結果および蒼察

１．気象概要

1969年４月から1970年３月までの気象は第１表，第１図

のとおりである．第１図は平年値(1953～1967年)に対す

る本年の月平均気温，月降雨量，月日照時数を示したも

のである．気温についてみると，年間を通じて低温であ

り，特に伸長旺盛期の６月と，成熟後期の３月はいず

れも1.6～1.8°Ｃも低くかつた．なお台風後の11～12月

においても平年より1.2～1.4°Ｃもの低温が続いた．降

雨量についてみると，９月を除いて殆んど平年以下の降

雨量を示し，年間を通して低温，乾燥の年であった．９

月の降雨量は台風11号エルシー(瞬間最大56.8ｍ／ｓ）に

よるものであり，この台風によるサトウキビの折損被害

率は，同試験区で24.7％，さらに台風12号により7.1％

を記録し，青葉の裂傷および枯死率は100％であった．

台風後11月以降の低温，乾燥は被害茎の回復にかなり悪

い影響を与えたものと考えられる．日照時数は４月，７

月，９月，２月は，平年より45～60時間も長かったが６

月,３月は平年より80時間も短かった．特に台風後の１０

月から１月にかけては低温，乾燥，日照不足となってサ

Ⅱ試験および調査方法

試験区は，1968年７月15日，サトウキビ気象感応試験

の耕種梗概に準じて植付け，管理を行った．Sampling

は試験区から毎週一回，ａｔｒａｎｄａｍに10本をとり,蕨汁
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第１図試験期間中の気象の変化
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トウキビの伸長回復に悪影響を及ぼしたものと思考され

る．

ある.その他士域の物理性をみると孔隙率35～37％,圃場

容水量17～20％，萎潤係数は８～９であった．つぎに土

壌含水比（So.、）と降雨の関係をみると第２図のとお

りである．すなわち伸長後期の10月中旬までは，降雨量

と土壌含水比の間に密接な関係がみられるが，１１月中旬

以降はこれらの関係は多少なくなっている．しかし全生

２．土壌概要

本試験が実施された土壌は，名蔵礫層土壊に属し，土

性は砂質壌土で，土層はや＞深く，植生は極めて良好で

第２図土壌含水比と降雨量
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Ｈ）葉鞘水分

第３図に示されたようにサトウキビの葉鞘水分（葉位

－２～＋２）は，全生育期間を通して80～85％内外にあ

たり,土壌含水比の多少によっても幾分異なる.すなわち

６月19日より８月４日の間は降雨量が少なく，土壌含水比

は10％に低下し，葉鞘水分も78～79％に低下してサトウ

キビは初期萎凋点に達した．その後８月9日に降雨があっ

て土壌含水比，葉鞘水分ともに上昇したが，８月10日か

ら９月25日の間は降雨が極めて少なく，高温とあいまっ

て土壌含水比は8.9％に低下し,サトウキビは萎凋現象を

呈した．Ｎ:ＣＯ､310は耐早性の品種であるが，当支場の圃

場では土製含水比が10％で初期萎凋点に，９％頃から萎

凋現象を示すものと思われる．９月25日夕刻より23日に

かけて台風11号の襲来によい一時的に多量の雨をもた

らしたが，強風と潮風のため葉身の裂傷，枯死がひど

青期間についてみると，これらの間にr＝＋0.818の相関

がみられた．これらのことを考察すると，サトウキビが

まだ充分伸長していない４月～５月においては，土壌面

または葉面から多量の水分を蒸発するため多量の降雨が

あっても数週間無降雨の日が続くと，土壌含水比は遂次

低下して萎潤点に達し，さらにその後の高温期は葉面か

らの蒸発が多くなって士壌含水比の低下を早めるものと

思考される．１１月以降は気温の低下に伴う蒸発量の減少

もあって，降雨が少なくても土壌含水比はあまり低下せ

ず，従ってサトウキビが萎潤することはない．

３．サトウキビの葉鞘、葉身の水分

第２表，第３図はCroploggの方法によって葉

鞘水分（S,、），葉身水分（Ｂｍ）を測定したものであ

る．
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第２表．土壌含水比と葉鞘葉身水分
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第３図葉鞘・葉身の水分変化
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く，葉鞘水分も75％に低下した．台風後11月12日までの

間は雨が少なく土壌含水比も9.3％まで低下したが,サト

ウキビの萎凋現象はみられなかった．葉鱗水分が平常に

戻ったのは台風後25日目であり，この間は雨が少ないに

もかかわらず葉鞘水分は上昇している．このことは若葉

の急速な発生と伸長によるものと思考される．生育後期

の11月以降は葉鞘水分も遂次低下し，２月中旬頃には７０

％に低下した．前述の如く土壌含水比は，夏の高温期に

おいては充分降雨があった日から４週間も無降雨の日が

続けば，土壌含水比は10％に低下，初期萎凋点に達する

ものと推定される．従ってサトウキビの生育を充分に行

なわしめるためには土壌含水比が12～13％のところで灌

がいを行なう必要がある．久貝・荷川取付は灌がい試験

の結果，地下25cmのところで充分灌がい後27日目には灌

がい時の27％に，２９日目には10％に低下したことを報告

している．本試験は土壌含水比が12～13％になるのは６

月～８月で充分降雨があった日から３週間目，９月～１０

月では４～５週間目頃であった．なお，土壌含水比と葉

鞘水分との間にはr＝＋0.165となってｊ有意な相関はみ

られなかった．これは葉位－２～＋３はその外部を＋３

～＋６の葉鞘で包まれているため水分蒸発がおさえられ

たものと思考される.

（ロ）葉身水分サトウキビの葉身水分は65～70％

の範囲にあり，葉鞘水分より10～15％低い水分状態にあ

った．伸長初期より僅かに上昇し，伸長旺盛期になると

やや一定した水分状態となったが，７月上旬以降の土壊

含水比とともに葉身水分も低下し，特に葉身の水分は土

塊含水比と深い関係にあるため，土壌の含水比が11～１２

％に達すると，針葉から萎凋し始め，含水比が10％に達

した頃には葉身の水分は67.5％に低下して，萎凋現象が

みられた．その後多少の降雨もあったが葉身の水分は，

そのま出の状態で９月20日まで続いた．９月下旬の台風

のため緑葉の殆んどが枯死し，葉身の水分も台風直後に

56％，１週間後には41.7％に低下した．その後緑葉の出

現，回復によって遂次葉身の水分も上昇し，台風後32日

目には平常の水分状態に達した．この期間中降雨が少な

く，土壊の含水比が低下したにもかかわらず，葉身の水

分が上昇したのは新葉の出現，若がえりによるものと推

定される．生育後期の11月上旬以降，葉身の水分は遂次

低下し，１月下旬には65％に低下した．葉身水分と土壌

含水比との間にｒ＝＋0.365のかなり高い相関がみられ

た．

４．サトウキビの登熟

（イ）ＢＸとPOLの変化1969年４月以降，Ｓａｍｐｌｅ

についてBX，ＰOLを調査したが，その結果は第４図の

とおりである．第４図と第５図の生長曲線と比較検討す

第４図プリスクスの変化
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（r＝-0294)，植付後12～18か月目の水分（＝-0.210）

の順であり，ＰＯＬとの関係では収穫90日前の最低気温

（r＝-0.448），つぎに90日前の水分（r＝-0.282），

植付後12～18か月目の水分（r＝-0.191）等が有意な相

関々係にあることを報告している．本試験においてＢＸ

と土壌水分との間にr＝-0.299（５％水準で有意）の相

関がみられたが，葉鞘水分との間にr＝-0.104,葉身水

分との間にはr＝＋0.147となって，いずれも有意な相関

はみられなかった．しかしサトウキビの生育段階によっ

て相関々係にかなり差がみられた．すなわちＢＸと葉鞘

の水分の間では伸長期（４月～９月）にr＝＋0.012と殆

んど相関はみられないが，登熟期以降はr＝-0.767の極

めて高い負の相関がみられた．それは登熟期以降に葉鞘

の水分が高いことはＢＸの低いことを意味しているもの

と思われる．また葉身水分との関係をみると，伸長期に

はｒ＝＋0.390の相関がみられるが，登熟期にはｒ＝＋

0.104で有意な相関はみられなかった

（ロ）転化糖および転化糖比

第６図は転化糖比（RSR）の推移を示したが第４図

のＢＸとは逆のCurveをえがいている．すなわち停滞期

には体内における庶糖の分解が少なく，従ってＰ.S,ＲＳＲ

も低いのであるが，伸長するに伴って遂次ＲＳ.Ｒも高く

なり，６月以降伸長旺盛期になると簾糖の分解消耗が多

くなるため，８月中旬頃にはＲＳＲは最高に達する．し

かし８月の下旬から９月下旬以降は伸長が緩慢となり,そ

のため蕨糖の分解消耗も少なくなってBX，ＰOLは高ま

って行くが，ＲＳＲは遂次低下するものと思考される．

このようにしてサトウキビのＲ・ＳＲはＢＸ，ＰＯＬとか

なり高い負の相関があり（r＝-0.698），生長とも密接

な関係にある．
？）

砂)11は，気象要素とサトウキビの成熟の関係を調べた

結果，ＲＳ.Ｒは最高・最低気温との間に高い相関（ｒ＝

0512）があることを認め，さらに，みかけの有効気温

（15°Ｃ以上）と生長量の間にはｒ＝＋0.889の極めて高

い相関がみられた．以上のことはＲ・ＳＲの変化が地域

により，またはその年の気象状態によりかなりの差があ

ることを意味している．本試験においては９月下旬の台

風被害により，緑葉の裂傷および脱水により枯死があっ

たため，伸長および生理的機能が一時中断されたが，そ

の後若葉または側芽の伸長に伴って蕨糖の分解消耗が多

くなり，そのためＲＳＲが急に上昇したものと思われ

る．台風後11月１日までの間ＲＳ.Ｒが上昇したが，緑

ると，伸長停滞期においてはBX,ＰＯＬともに高く，伸

長旺盛期にはBX,POLともに低下してている．へすなわ

ち12月から３月上旬までの停滞期においては，サトウキ

ビの伸長に伴う植物体内の薦糖の消耗が少なく，体内に

おける蕨糖が蓄積されるのでBX,ＰＯＬの上昇がみられ

るが，伸長旺盛期においては伸長によって庶糖の分解梢

第５図さとうきびの生長曲線

1969/70年期（夏植え）

Ⅱ

耗が多くなるためBXPOLは低下するものと考えられ

る.特に本試験においては停滞期に降雨が少なく,乾燥気

味であったこと，さらに低温などもあってＢＸＰＯＬが

上昇したものと思考される．５月中旬以降伸長が燧次旺

盛となり，簾糖の分解消耗も大きくなるが，初期の間は

植物体がまだ小さく汀体内における生産と消耗のバラン

スがとれずBX，ＰOLは低下するが,伸長が旺盛となり，

植物が充分大きくなって生産活動が増大されると体内の

生産と消耗の間に均衡が保たれ，ＢＸ，ＰOLは横ばいの

状態になる．さらに伸長後期の８月下旬頃になると，伸

長が衰え体内の生産が消耗を上廻るため，健次ＢＸ，

PＯＬは上昇するものと思考される．本試験では台風１１

号のため大きな被害を受け，９月下旬以降はBX，ＰＯＬ

が低下したが，台風後35日目にしてようやくＢＸ，ＰＯＬ

が上昇し始めた.しかしその上昇率は極めて低く，平年と

約２度の差がみられそれは２月下旬まで続いた．糖質

ともっとも関係の深い要素について考察すると，

C1ementsはＢＸともっとも相関のあるのは収穫９０日前

の最低気温（r＝-0.337）でついで収穫90日前の水分
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第６図転化糖比の変化
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葉が５～６枚の頃よりＲＳＲが低下し始め，２月の下分との間には有意な相関はないが，葉身との間にはかな

旬まで遂次低下し，３月の上旬頃から次第に上昇を示しり有意な相関がみられた．また生育段階別にみると葉鞘

た．著者は1964～65年，および1968～69年のデータを水分とＲ・ＳＲの間には伸長期でr＝-0.299,の低い相

基にして，充分に成熟したサトウキビは４月上旬頃から関があり，登熟期でr＝＋0.462の有意な相関がみられ

再びＲＳＲが上昇することを認めたが，本試験では１た．

か月も早く，３月の上旬から上昇し始めている．これ葉身水分とＲＳＲの間には伸長期でｒ＝-0.961，登

は，台風の被害によりサトウキビの植物体，特に根の吸熟期でr＝＋0.771のいずれも高い相関がみられた．なお

収機能が障害をうけ，すい弱したためだと考えられる．Ｒ・ＳＲとＢＸとの間にはいずれの時期にも高い相関がみら

なお，ＲＳ.Ｒと土壌含水比の間にはr＝-0.298の負のれたが，特に登熟期においてはｒ＝-0.898の高い相関が

相関（５％水準で有意）がみられた．みられた．

さらにＲＳ.Ｒと葉鞘水分の間にはr＝-0.14,葉身水（ハ）可製糖率

分との分との間にはｒ＝-0.370の関係があり，葉鞘水可製糖率（Ａ,S）を第７図で示すと，ＢＸ，ＰＯＬと同

第７図可製糖率の変化
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Ｕ傾向のCurveがみられた．すなわち伸長の停滞期に

は高く，伸長旺盛期に入ると遂次低下するが，伸長の後

期頃から再び上昇し，２月中～下旬にかけて最高に達す

るものと推定される．このことは，前述の如くサトウキ

ビの伸長に伴う体内の簾糖の分解消耗と密接な関係にあ

ることを示すものであり，従ってＢＸ，ＰＯＬとは高い

正の相関々係にありＲＳＲとは高い負の相関々係にあ／

る．／

筆者は1964～65年，1968～69月期のデータを基にして

ＡＳとPOL，Pur，Ｒ・ＳＲの関係を調べた.が，ＡＳと

Purの間にｒ＝＋0.933,ＰＯＬとの間に＝ｒ＋0.980,

ＲＳ.Ｒとの間にｒ＝-0.894のいずれも高い相関があるこ

とを認め，さらにＡ､Ｓに対するＰOL,Pur,Ｒ・ＳＲの

同時相関はｒ＝＋0.404（１％水準で有意）の有意な相し

lま遂次上昇する．このことは植物体内における蕨糖の分

解消耗と伸長が密接な関係にあるこを示すものである．

また土壊含水比とＢＸの間にはｒ＝-0.299の相関がみら

れた．

／６．ＢＸと葉鞘，葉身水分の間には有意な相関はみら

れなかったが，生育段階別にみるとＢＸと葉鞘水分の

間には，伸長期には有意な相関はみられないが，登熟期

にはｒ＝-0.767の相関があり，葉身水分の間では登熟

期よりも伸長期に相関がみられた．

７．ＲＳ.ＲはＢＸ，ＰＯＬと負の相関（ｒ＝-0.698）

にあるため，ＢＸ，ＰＯＬが高い段階ではＲＳ.Ｒが低く，

低い段階ではＲＳＲは高い．

８．Ｒ,ＳＲは伸長期の葉鞘水分の間にｒ＝-0.299,

登熟期の葉鞘水分の間にｒ＝器0.462の相関があり，葉

身水分との間には伸長期でｒ＝-0.961,登熟期でｒ＝

＋0.771の相関がみられた．

９．Ａ.Ｓは葉鞘，葉身および土壌含水比との間に有

意な相関はみられなかったが，ＢＸとの間にｒ＝＋

0.968,Ｒ・ＳＲとの間にｒ＝-0.818の極めて高い相関が

みられた．
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との間にｒ＝＋0.968,Ｒ､ＳＲとの間ｒ＝-0.815の高い

相関がみられた．このように可製糖率は簾汁の分析デー

タから計算されるのであるから，分析の各要素と密接な

関係にあるが，これらの各要素は気象的にも，土壌的に

も関連して地域やその年の気象状態によってかなり差が

あることを意味するものである．本試験は台風の被害を

うけたため，植物体に一時的に若返り現象がみられ，

Ｒ・ＳＲが高まるとともにBX，ＰＯＬが低下し，従って

ＡＳも低下して，平年より1.0～1.5％低下したものと

考察される．

Ⅳ摘要

本報告は1969～70年の気象感応試験を基にして，サト

ウキビの登熟に対する土壌含水比，葉鞘水分，葉身水分

およびその他の関係について調べた結果をまとめたもの

である．

１．試験期間中を通じて低温，乾燥，そして日照時数

の短い天候であった．特に９月下旬の台風襲来のため多

大の被害をうけた．

２．土壌含水比は伸長後期の10月までは降雨と密接な

関係がみられたが，その後の登熟期には前期程の関係は
みられなかった．

３．高温期には土壌含水比が10％に低下すると萎凋現

象がみられたが，１１月以降は土壌含水比が10％以下に低

下しても萎凋現象はみられなかった．

４．土壌含水比と葉鞘水分との間には有意な相関は

みられないが，葉身水分との間には有意な相関がみられ

た．

５．ＢＸ,ＰＯＬは伸長旺盛期には低いトイ帳後期以降Ⅱ


